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立u.l誌…アウェー誇議選
長1.700~;支なしでは日本最長) の開通式は、 7 月~日午前 9 時mJ分-から黒 I

部平駅で盛大に行なわれ、 7 月~日から営業開始しました。 I

凶通式には、佐伯~社長、中田富山県知事、大野長野県知事代理、石原 I

名古屋陸運局長らmIil人が出席。神事のあと、中田知事ら 6人が始発のゴンド I

ラのテープカットを行ないました。 ‘ I 

立山黒部貫光ルートは、昨年 7月に黒部湖(1.結~ ー黒部平聞に地下ケー I

ブルがすでに完成しており、こんどのロープウエー開通で、あとは立山卜ンネ I

ル (全長~~九、巻立工事中) を残すだけとなり、富山県と長野県を結ぶ国際 I

国際山岳観光地ヘ前進

開通を祝って手を振る登山者たち

(赤とクリーム色のツートンカラー71人のりゴン ドラは

立山特有の強風にもピクともしないという〕
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み ん なの県政

「富
山
の
景
色

ワ

ン
ダ
フ
ル

」

カ
ナ
ダ
の
観
光
団
が
来
県

カ
ナ
ダ
観
光
団
ハ
ス
レ
イ
ニ

l
団
長
)
の
一

行
二
六
人
は
、
七
月
一
日
県
庁
を
お
と
ず
れ
、

中
田
知
事
と
会
見
し
た
あ
と
、
県
内
の
観
光
地

や
特
産
品
の
説
明
を
き
き
ま
し
た
。

観
光
団
は
、
万
博
な
ど
を
見
物
し
た
あ
と
富

山
県
に
き
た
も
の
で
、
雨
晴
、
二
上
山
、
黒
部

峡
谷
な
ど
を
見
て
ま
わ
り
、

「
美
し
い
富
山
県

の
景
色
に
ワ
ン
ダ
フ
ル
」
を
連
発
し
て
い
ま
し

た。

み んなの県 政

第
一
回

「勤
労
青
少
年
の
つ
ど
い
」
ひ
ら
く

働
き
な
が
ら
学
ん
で
い
る
青
少
年
を
励
ま
す

「
第
一
回
勤
労
青
少
年
の
つ
ど
い
」
は
、
七
月

十
八
日
(
土
〉
午
後
一
時
か
ら
、
県
民
会
舘
で

県
下
の
事
業
所
か
ら
約
一
、
四

O
O人
の
青
少

年
が
参
加
し
て
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
本
年
五
月
に
施
行
さ
れ
た
勤
労
青

少
年
福
祉
法
に
基
づ
き
、
毎
年
一
回
七
月
の
第

三
土
曜
日
が
「
勤
労
青
少
年
の
日
」
と
し
て
設

け
ら
れ
、
聞
か
れ
た
も
の
で
す
。

ま
ず
、
中
田
知
事
や
川
島
富
山
婦
人
少
年
室

勤労青少年を励ます中田知事

1年ぶりに復旧した富山大橋

- 4-

北
陸
の
動
脈
よ
み
が
え
る

終
り
、
六
月
二
十
五
日
関
係
者
ら
約
一

O
O人

が
出
席
し
て
完
工
式
を
行
な
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
不
通
箇
所
に
は
人
道
と
車
道
の

一
一
つ
の
仮
橋
が
つ
く
っ
て
あ
り
ま
し
た
が
、
大

型
車
は
通
行
禁
止
、

一
般
車
も
速
度
制
限
な
ど

で
渋
滞
を
き
た
し
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
で
北
陸

の
動
脈
が
再
び
よ
み
が
え
っ
た
わ
け
で
す
。

富

山

大

橋

開

通

昨
年
七
月
二
日
の
豪
雨
で
橋
脚
が
比
下
、
通

行
不
能
と
な
っ

て
い
た
神
通
川
に
J

丈
る
国
道

八
号
線
富
山
大
橋
の
復
旧
工
事
は
、
こ
の
ほ
ど

長
ら
が
励
ま
し
の
こ
と
ば
を
の
ベ
、
勤
労

青
少
年
を
代
表
し
て
、
棟
梁
を
し
て
い
る

氷
見
市
の
正
保
久
男
君
が
体
験
発
表
。
つ

づ
い
て
漫
画
家
の
岡
部
冬
彦
氏
の
講
演
を

き
い
た
あ
と
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
移

り
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
演
奏
、
バ
レ
エ

、
民
謡

踊
り
な
ど
で
半
日
を
有
音
山
義
に
過
し
ま
し

た。

完
成
し
た
工
業
試
験
場
富
山
機
械
分
室

工
業
試
験
場

富
山
機
械
分
室
が
完
成

精
密
加
工
を
研
究
指
導

富
山
市
飯
野
地
内
に
建
設
を
進
め
て
い

た
、
富
山
県
工
業
試
験
場
富
山
機
械
分
室

が
完
成
。
六
月
三
十
日
、
中
村
県
商
工
労

働
部
長
ら
関
係
者
七

O
人
が
出
席
し
て
、

完
工
式
を
行
な
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
県
内
の
機
械
工
業
が
最
近
い

ち
じ
る
し
い
発
展
を
続
け
、
機
械
工
業
団

地
が
数
多
く
立
地
し
て
い
る
の
に
対
し
、

こ
れ
ら
の
企
業
は
、中
小
企
業
が
多
く
、高

度
の
精
密
さ
を
要
求
さ
れ
な
が
ら
、
独
自

で
精
度
測
定
や
分
析
試
験
研
究
機
関
を
設

置
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
、
か
ね
て

か
ら
県
に
設
置
の
要
望
が
あ
っ
た
も
の
で

、
こ
ん
ご
機
械
工
業
の
発
展
に
大
き
な
役

割
を
果
す
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

規
模
は
、
二
、
九
七

O
平
方
財
の
敷
地

に
四
三
八
平
方

M
の
管
理
棟
、
二
六

O
平

方
脱
の
作
業
棟
な
ど
、
七
一
五
平
方
対
を

建
設
、
新
鋭
工
業
機
械
を
備
え
つ
け
て
い

ま
す
。



みんなの県政

生
産
性
の
向
上
を

中

~、』

.u:.. 

業

中
小
企
業
を
と
り
ま
く
環
境
は
き
び
し
い

い
ま
政
府
で
は
、
第
三
次
資
本
自

由
化
の
業
種
選
定
を
す
す
め
て
い
ま

す
が
、
こ
の
よ
う
な
資
本
自
由
化
を

め
ぐ
る
動
き
や
繊
維
の
自
主
規
制
問

題
を
み
て
も
、
中
小
企
業
を
め
ぐ
る

国
際
環
境
は
、
さ
ら
に
身
近
か
な
、

し
か
も
き
び
し
い
も
の
と
な
っ
て
き

て
い
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
ま
す
。

労
働
力
不
足
も
深
刻
化
し
て
い
ま

す
。
本
年
四
月
末
に
富
山
県
で
行
な

っ
た
設
備
近
代
化
資
金
の
説
明
会
の

際
、

一
七
八
企
業
の
方
に
「
い
ま
一

番
困
っ
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
」

と
質
問
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
労
働
力

不
足
で
あ
る
と
答
え
た
方
が
七
二
J

六
軒
も
あ
り
ま
し
た
。
中
小
工
業

の
労
働
力
需
給
予
測
に
つ
い
て
み
ま

す
と
、
昭
和
四
十
五
年
は
需
要
が
六

六
七
万
人
に
対
し
、
供
給
は
六
二
四

万
人
で
す
が
、
こ
れ
が
昭
和
五
十
年

に
な
る
と
需
要
の
ほ
う
は
八

O
一
万

人
と
大
巾
に
の
び
る
の
に
対
し
、
供

給
の
ほ
う
は
六
五
六
万
人
と
若
干
の

で
す
。
さ
き
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
な

労
働
力
不
足
の
深
刻
化
と
い
う
事
態

を
考
え
る
と
き
、
よ
り
一
層
の
省
力

化
投
資
を
行
な
う
こ
と
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

例
別
企
業
が
省
力
化
投
資
を
推
進

す
る
た
め
の
制
度
と
し
て
、
中
小
企

業
設
備
近
代
化
資
金
制
度
と
中
小
企

業
機
械
貸
与
制
度
と
が
あ
る
こ
と
は

び
る
に
と
ど
ま
り
、
需
給
状
況
は
急

速
に
ひ
っ
迫
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
カ
バ
ー
す
る

た
め
に
は
、
従
業
員
一
人
当
り
の
出

荷
額
の
上
昇
率
を
三
十
五
年
J
四
十

一
年
平
均
(
八

・
五
軒
〉
の
二
五
軒

ア
ッ
プ
の
一

0
・
六
軒
に
す
る
必
要

が
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
目
標
を
達
成
す
る
た

め
に
は
、
企
業
規
模
を
適
正
化
し
、

徹
底
し
た
省
力
化
を
推
進
す
る
こ
と

が
要
請
さ
れ
ま
す
。

共
同
化
・
協
業
化
に
よ
っ
て

企
業
規
模
の
適
正
化
を

協
業
化
に
よ
る
企
業
規
模
の
適
正

化
の
た
め
の
政
策
と
し
て
、
四
十
四

年
度
か
ら
中
小
企
業
構
造
改
善
事
業

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業

は
、
二
つ
の
特
色
を
も

っ
て
い
ま

す。
そ
の
第
一
は
、
業
種
ぐ
る
み
の
構

造
改
善
、
つ
ま
り
県
内
の
同
業
種
に

‘' 

T 

ご
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

中
小
企
莱
設
備
近
代
化
資
金
は
、

設
備
に
要
す
る
金
額
の
半
分
に
つ
い

て
五

O
O万
円
を
限
度
と
し
て
五
年

間
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
も
の

で

す
。
こ
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
県
中

小
企
業
課

(T
E
L
@
4
1
1
1
)

市
町
村
商
工
担
当
課
、

商
工
会
議

所
、
商
工
会
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

みん な の県政

属
す
る
中
小
企
業
者
の
大
半
が
こ
の

構
造
改
善
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
が

前
提
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

第
二
は
、
中
小
企
業
者
が
合
併
ま

た
は
協
業
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一

定
の
企
業
規
模
に
到
達
す
る
よ
う
に

な
る
こ
と
で
す
。
こ
の
制
度
の
メ
リ

ッ
ト
は
こ
の
事
業
計
画
に
参
加
す
る

グ
ル
ー
プ
が
、
中
小
企
業
振
興
事
業

団
や
中
小
企
業
金
融
公
障
の
長
期
低

利
な
資
金
を
優
先
的
に
借
り
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
、
二
分
の
一
の
高

率
割
増
償
却
制
度
な
ど
の
税
制
面
の

助
成
措
置
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
こ

中小企業構造改善事業の業種に指定されたメリヤス織り これに参加することによっ

て低利な資金が優先的に借りられる ! 

中
小
企
業
機
械
貸
与
制
度
は
、
富

山
県
中
小
企
業
機
械
貸
与
協
会
が
従

業
員
二

O
人
以
下
の
小
規
模
企
業
に

対
し
六

O
O万
円
ま
で
の
機
械
を
貸

与
す
る
制
度
で
す
。

な
お
、
六
O
O万
円
以
上
の
機
械

の
貸
与
を
受
け
た
い
場
合
に
は
、
当

該
設
備
の
購
入
価
格
と
六

O
O万
円

と
の
差
額
を
あ
ら
か
じ
め
協
会
に
納

入
し
て
い
た
だ
け
ば
、
本
制
度
の
対

象
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

貸
与
を
受
け
た
小
規
模
事
業
者
の

と
で
す
。
本
県
に
関
係
の
あ
る
業
種

と
し
て
は
、
絹
人
織
、
メ
リ
ヤ
ス
が

す
で
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
近
く
銑

鉄
鋳
物
、
ミ
ソ
醤
油、

木
製
家
具
等

が
指
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。

共
同
事
業
に
よ
る
合
理
化
と
い
う

点
で
と
り
あ
げ
た
い
も
の
に
、
統
一

ブ
ラ
ン
ド
(
商
標
)
の
問
題
が
あ
り
ま

す
。

一
O
O企
業
を
こ
え
る
ジ
ュ

ー

ス
業
者
が
同
じ
商
標
で
J
A
S
マ
ー

ク
の
認
可
を
受
け
、
テ
レ
ビ
の
全
国

ネ
ッ
ト
で
新
製
品
の
宣
伝
を
始
め
て

い
る
例
が
あ
り
、
県
内
で
も
清
酒
を

C
 

方
に
は
、
四
年
半
の
間
に
賦
払
代
金

(
半
年
賦
九
回
均
等
払
)
と
貸
与
損

料
(
残
高
の
年
五
軒
相
当
額
)
を
納

入
し
て
い
た
だ
き
、
全
額
支
払
い
が

終
っ
た
段
階
で
所
有
権
を
移
転
い
た

し
ま
す
。

こ
の
制
度
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
富
山
県
中
小
企
業
機
械
貸

与
協
会
(T
E
L
富
山
⑪
5
9
3
1
)

県
中
小
企
業
課
、
市
町
村
商
工
担
当

課
へ
ど
う
ぞ
。

公
害
の
な
い
県
土
を
め
ざ
し
て

さ
き
に
、
富
山
県
で
は
公
害
防
止

条
例
が
全
面
的
に
改
正
さ
れ
、
公
害

の
な
い
県
土
を
築
く
た
め
に
き
び
し

い
姿
勢
を
も
っ
て
臨
ん
で
い
る
こ
と

は
ご
ぞ
ん
じ
の
と
お
り
で
す
。
中
小

企
業
の
方
々
が
公
害
防
止
施
設
を
整

備
す
る
た
め
の
資
金
に
つ
い
て
は
、

国
や
県
に
各
種
の
融
資
制
度
が
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
前
述
の

中
小
企
業
設
備
近
代
化
資
金
制
度
の

中
に
も
、
公
害
防
止
施
設
が
対
象
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
単
独
の
制
度
と
し
て
、

富
山
県
中
小
企
業
公
害
防
止
施
設
整

備
資
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ

も
五

O
O万
円
が
限
度
で
す
が
、
双
、

方
を
同
時
に
借
り
る
こ
と
も
可
能
で

す。

し
た
が
っ
て
、
同
一
の
設
備
に
つ

い
て
、
設
備
近
代
化
資
金
に
よ
る
無

利
子
の
資
金
五

O
O万
円
、
県
の
公

害
融
資
制
度
に
よ
る
年
利
六
行
の
資

金
五

O
O万
円
、
合
計
一
、

0
0
0

万
円
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

中
小
企
業
者
で
共
同
し
て
公
害
処

理
施
設
を
作
り
た
い
と
い
う
方
に

は
、
中
小
企
業
振
興
事
業
団
の
共
同

公
害
防
止
事
業
資
金
を
利
用
さ
れ
る

こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
こ
れ

は
、
無
利
子
で
償
還
期
間
一
五
年
と

い
う
有
利
な
制
度
で
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
中
小
企
業
金
融

公
庫
、
国
民
金
融
公
庫
、
公
害
防
止

事
業
団
に
公
害
処
理
施
設
の
た
め
の

特
別
の
融
資
制
度
が
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。

いま一番困っているのは入手不足で、ある その解決には省力化と i 

協業化を進めなければならない

- 6一

統
一
商
標
で
売
り
出
し
て
い
る
事
例

が
あ
り
ま
す
。
さ
き
の
国
会
で
「
輸

出
中
小
企
業
製
品
統
一
商
標
法
」
が

成
立
し
た
こ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
動

き
を
さ
ら
に
推
進
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
ょ
う
。

省
力
化
投
資
を
進
め
よ
う

富
山
県
の
中
小
工
業
の
従
業
員
一

人
当
り
の
生
産
性
を
み
ま
す
と
、

一

人
当
り
の
出
荷
額
、
付
加
価
値
額
と

も
に
全
国
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
一
人
当
り
の
資
本
装
備

率
が
低
い
こ
と
に
一
因
が
あ
る
よ
う

こ
れ
ら
の
融
資
に
つ
い
て
の
ご
相

談
は
、
県
公
害
課
や
県
中
小
企
業
課

に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

情
報
化
時
代
に

お
く
れ
な
い
た
め
に

こ
ん
ご
中
小
企
業
が
成
長
す
る
た

め
に
は
、
単
に
企
業
規
模
を
大
き
く

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
独
自
の
技
術

や
商
品
を
開
発
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
付
加
価
値
を
高
め
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

そ
れ
に
は
、
内
外
の
技
術
な
ど
に

関
す
る
情
報
に
絶
え
ず
接
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
が
、
中
小
企
業
の
経
営

者
の
方
々
に
と
っ
て
は
、
な
か
な
か

む
つ
か
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
内
外
の
技
術
、
特

許
、
税
制
、
公
害
、
業
界
動
向
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
に
つ
い
て
の
ご
相

談
を
中
小
企
業
総
合
指
導
所

(T
E

L
富
山
⑪
2
5
5
1
)
で
受
け
つ
け

て
い
ま
す
。

お
問
い
合
せ
の
う
ち
、
指
導
所
で

回
答
し
が
た
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

直
ち
に
中
小
企
業
振
興
事
業
団
に
照

会
し
、
一

O
日
程
度
で
ご
返
事
で
き

る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

(
中
小
企
業
課
〉
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太閤山団地造成工事中に発見された小杉町間山遺跡 ここには縄文時代前期~

晩期弥生時代後期までの遺跡があり 史跡公園として保存されることになった

jj鍾麟 智彦ii事選参遺

跡

と

は

る
の
で
「
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

私
た
ち
人
類
の
歴
史
は
、
い
ま
か
ら
約
一
五

O
万
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
ア
フ
リ
カ
で
「
オ
l
ス
ト
ラ
ロ

・

ピ
テ
ク
ス
」
と
呼
ば
れ
る
も
っ
と
も
古
い
猿
人

の
化
石
と
、
そ
の
猿
人
た
ち
が
使
っ
て
い
た
石

器
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
研
究
の
結
果
推
定
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

こ
の
よ
う
に
具
体
的
な
証
拠
を
私
た
ち
に
示

し
て
く
れ
る
場
所
が
「
遺
跡
」
で
あ
り
、
し
か

も
文
化
財
が
多
数
包
蔵
さ
れ
て
い
る
地
で
も
あ

富
山
県
内
で
現
在
発
見
さ
れ
て
い
る
遺
跡

は
、
い
ま
か
ら
約
二
J
三
万
年
前
の
先
土
器
時

代
(
こ
の
こ
ろ
、
「
ナ
ウ
マ

ン
象
」

と
呼
ば
れ

る
象
が
い
た
)
に
属
す
る
遺
跡
を
最
古
の
も
の

と
し
て
以
後
縄
文

・
弥
生

・
古
墳

・
奈
良

・
平

安

・
鎌
倉

・
室
町

・
江
戸
各
時
代
を
通
じ
、
当

時
の
人
た
ち
の
生
活
が
遺
跡
と
し
て
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
も
そ
の
大
部
分
が
そ
の
実
体
を

明
ら
か
に
し
な
い
ま
ま
、
土
中
深
く
眠

っ
て
い

る
の
で
す
。

‘v 

日、

みん なの県政

一
一一一
国回
一滴
世
界
一必
地
震
一一v

川

大

地

震
の
心
配
は
な
い

川

中
央
の
権
威
者
大
鼓
判

こ
と
し
に
な
っ
て
県
内
が
震
源
地
で
あ
っ

川
た
震
度
三
の
地
震
が
、
二
回
も
続
い
た
こ
と

川
か
ら
、
県
で
は
去
る
五
月
二
十
九
日
、
地
震

山
の
権
威
者
で
あ
る
地
震
予
知
連
絡
会
の
萩
原

川
会
長
お
よ
び
地
理
調
査
院
、
国
立
防
災
科
学

川
技
術
セ
ン
タ
ー
、
建
設
省
建
築
研
究
所
の
専

…
問
家
な
ら
び
に
富
山
大
学
教
授
、
富
山
地
方

川
気
象
台
長
な
ど
を
県
庁
に
招
い
て
、
検
討
し

川
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
の
席
上
で
「
こ
れ
ま
で
の
観
測
で
は
、

川
地
殻
変
動
な
ど
異
状
は
認
め
ら
れ
ず
、
い
ま

"
の
と
こ
ろ
県
内
が
震
源
地
に
な

っ
て
大
規
模

仇
な
地
震
が
発
生
す
る
心
配
は
な
い
」
と
の
結

州
論
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
震
源
地
が
県
外
で
あ
っ
て
も
、

川
地
震
に
よ
る
影
響
は
さ
け
る
こ
と
は
で
き
ま

仰
せ
ん
の
で
、
こ
ん
ご
防
災
面
で
地
震
対
策
を

仇
強
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ

岬
ま
し
た
。

地
震
が
発
生
す
る
兆
候
は
全
く
認
め
ら
れ

h
k

、。

チ
ん
しこ

と
し
二
月
二
十
七
日
富
山
県
と
新
潟

県
境
、
三
月
二
十
四
日
富
山
市
近
傍
を
そ

れ
ぞ
れ
震
源
地
と
す
る
震
度
=
万
地
震
が

起
き
た
が
、
そ
の
ご
富
山
気
象
台
の
観
測
州

で
は
、
人
体
に
感
じ
な
い
程
の
小
地
震
も

な
く
、
さ
き
の
二
つ
の
地
震
の
そ
の
ご
に

つ
い
て
も
な
ん
ら
影
響
が
な
い
こ
と
な
ど

が

わ

か

り

ま

し

た

。

ん

さ
ら
に
古
文
書
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
記

録
に
よ
っ
て
も
県
内
で
大
地
震
が
発
生
し

た
こ
と
が
な
い
こ
と
な
ど
も
加
味
し
て

「
大
き
な
地
震
は
起
ら
な
い
」
と
の
結
論

が
出
さ
れ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
県
外
で
発
生
す
る
地
震
の
影

響

を

考

え

川

富
山
新
港
の
背
後
地
に
あ
た
る
射
水
地
"

帯
な
ど
は
、
沖
積
層
が
厚
く
、
地
震
に
弱

。

海
岸
地
帯
の
高
波
対
策
が
十
分
で
な
い
。
川

河
川
が
多
く
、
橋
が
被
害
を
受
け
る
と

交
通
が
寸
断
さ
れ
る
o

h

な
ど
、
防
災
面
に
問
題
が
あ
る
の
で
、
こ

ん
ご
大
地
震
の
心
配
は
な
い
も
の
の
、
防
災

計
画
に
つ
い
て
は
、
十
分
配
慮
し
て
ゆ
き
た

国

土

地

理

院

が

昭

和

四

十

一

年

に

調

べ

い

と

考

え

て

い

ま

す

。

川

た

県

内

の

水

準

測

量

の

デ

ー

タ

ー

か

ら

も

、

〈

総

務

課

〉

遺
跡
の
発
掘
調
査

遺
跡
は
、
考
古

・
地
質

・
地
形

・
人
類

・
生

物
学
な
ど
を
通
じ
た
学
術
的
な
発
掘
調
査
を
行

な
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
長
い
眠
り
か
ら
目
を

覚
ま
し
、
祖
先
の
生
活
、
ひ
い
て
は
私
た
ち
の
歴

史
的
道
程
を
確
実
に
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
た
だ
単
に
石
器

・
土
器
な
ど

の
遺
物
を
掘
り
取
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は

な
い
わ
け
で
す
。
現
に
学
識
経
験
者
自
身
、

「
調
査
」
イ
コ
ー
ル
「
遺
跡
の
破
壊
」
す
な
わ

ち
遺
跡
は
一
度
掘
り
起
こ
さ
れ
る
と
絶
対
も
と

に
復
せ
な
い
も
の
だ
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
お

り
ま
す
。

さ
ら
に
遺
物
は
遺
構
(
建
物
の
跡
、
穴
な
ど
)

と
の
関
係
、
出
土
状
態
個
々
の
遺
物
ど
う
し
の

関
係
が
明
確
に
さ
れ
て
は
じ
め
て
そ
の
資
料
的

価
値
が
発
揮
さ
れ
る
わ
け
で
す
。
現
在
の
文
化

財
保
護
法
で
も
そ
の
点
を
大
き
く
考
慮
し
て
、

発
掘
調
査
を
行
な
う
場
合
は
必
ず
事
前
に
届
出

(
調
査
の
三

O
日
前
)
を
出
す
。
届
出
を
受
け

た
文
化
庁
や
県
は
、
そ
の
届
出
の
内
容
が
ふ
さ

わ
し
く
な
い
と
認
め
た
場
合
、
届
出
を
受
理
し

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
無
届
調
査
は
も

ち
ろ
ん
、
違
法
行
為
で
す
。

富
山
県
の
遺
跡
数
は
、
昭
和
四
十
一
年
調
査

で
六
一
九
カ
所
と
な
っ
て
お
り
(
第
l
表
)
、

昭
和
四
十
五
年
に
は
一
、
五

O
Oヵ
所
を
上
回

る
と
予
想
さ
れ
、
今
年
度
中
に
は
こ
れ
ら
遺
跡

の
実
態
を
調
査
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
各
時
代
に
属
す
る
遺
跡
は
、
山
岳
地
帯

を
除
く
全
県
に
〈
ま
な
く
分
布
し
て
お
り
、
重

要
な
歴
史
的
事
実
を
土
中
や
水
中
に
秘
め
て
い

る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

~ d
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い
う
精
神
を
明
確
化
し
て
い
る

も
の
な
の
で
す
。

|
|
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ

う
に
、
私
た
ち
の
生
活
に
密
着

し
た
遺
跡
の
保
護
に
く
い
を
残

さ
な
い
よ
う
、
県
民
こ
ぞ
っ
て

と
も
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

開
発
事
業
と
遺
跡
ー
ー
と
か

く
対
立
関
係
と
み
ら
れ
が
ち
な

問
題
で
す
が
、
双
方
を
生
か
す

方
法
は
必
ず
あ
る
も
の
で
す
。

み
な
さ
ん
の
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

の
ご
意
見
、
ご
要
望
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

(
社
会
教
育
課
〉

図第

開
発
事
業
と
の
調
整

近
年
、
北
陸
自
動
車
道
の
建
設

・
土
地
基
盤

整
備
事
業
な
ど
各
種
の
開
発
事
業
が
大
規
模
に

行
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
消
失
の
憂

き
目
に
あ
い
そ
う
な
遺
跡
が
多
数
で
で
き
て
い

ま
す
。こ

の
よ
う
な
場
合
、
遺
跡
は
①
|
開
発
な
ど

の
事
業
地
に
含
め
な
い
②

l
事
業
地
に
含
め

る
が
公
園
化
な
ど
し
て
そ
の
現
状
を
整
備
し
保

存
す
る
③
ー
よ
り
完
全
な
学
術
調
査
を
行
な

い
、
そ
の
結
果
を
も
っ
て
遺
跡
の
処
置
を
考
慮

す
る

l
以
上
三
種
の
方
策
の
い
ず
れ
か
を
採
用

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
場
合
教
育
委
員
会
に
あ

っ
て
は
、
文
化
庁
な
ら
び
に
学
識
経
験
者
の
意

見
を
参
考
に
し
て
行
な
っ
て
い
ま
す
。

遺
跡
保
護
の
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
開
発
事
業

の
計
画
段
階
で
対
策
を
協
議
す
れ
ば
、
か
な
り

の
遺
跡
に
対
し
て
①

・
②
の
処
置
を
取
る
こ
と

が
で
き
、
し
か
も
開
発
事
業
と
の
調
整
も
と
る

こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
こ

の
①

・
②
の
処
置
が
も
っ
と
も
望
ま
し
い
遺
跡

保
護
の
姿
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

- 8ー

遺
跡
・
遺
物
を
発
見
し
た
と
き

ま
た
、
新
た
に
遺
跡
を
発
見
し
た
場
合
は
、

発
見
者
か
ら
、
市
町
村
役
場
を
と
お
し
て
文
化

庁
あ
て
に
「
遺
跡
発
見
届
」
を
、
遺
物
な
ど
を

発
見
し
た
場
合
に
は
「
埋
蔵
文
化
財
発
見
届
」

を
そ
れ
ぞ
れ
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
埋
蔵
物
は
す
べ
て
国
庫
に
帰
属
す

る
の
が
た
て
ま
え
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
「

遺
跡

・
遺
物
は
日
本
国
民
全
体
の
所
有
物
」
と20 19 
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区 I 昭遺和跡37数年 I 新昭和遺跡41数年 I遺昭跡和数44年(予度想新~I 予む想計を含

29 不明 21 50 

2 5 11 10 15 

3 11 11 39 50 

4 29 11 46 75 

5 45 35 70 150 

6 84 32 34 150 

7 50 不 明 100 150 

8 3 /1 47 50 

9 。 11 。 。
10 149 5 。 154 

11 104 不明 46 150 

12 51 11 99 150 

13 6 11 。 6 

14 。 11 。 。
15 27 11 48 75 

16 25 11 50 75 

17 。 11 。 。
18 。 11 。 。
19 11 。
20 。 11 。 。
言十 619 72 610 総計1301

富山 県 の 遺 跡 数第 1表

(予想数はもっとも分布調査の進んでいる城端区の
遺跡数とその密度をもとに 各区割り出したもの〉



...:おわら節=の熱演に会場ぎっしり=お祭り広場

V井波の木彫、高岡の銅器漆器なっせん八尾の和紙城端のスポー

ツ用品などに見入る内外人たち=特設展示場 (案内役は高松さん〉

寵盤議産車 富商ブラスパンドも観衆魅了

日本万国博覧会は、国内外からの観覧者で、

連日盛況を呈し、期間の三分のこを迎えた 7
月14日現在、予想、を大きく上回り 3，5.50万人

が入場。こんご夏休を迎えてなお入場者が増

えるものと見込まれる。

世界の人びとを迎えて、富山県からは郷土

開され、本県からは黒部市石田青年団が、せ

り込みl蝶六、 (総勢18人)を披露、数千人の

観衆の拍手をあびた。午後にはいって、全国

高校を代表して富山商業高校ブラスパンドが

出演、北陸の民謡としてミこきりこ節、 ミ佐

度おけさ、をかなで、吹奏楽ファンを魅了し

民謡や全国高校で優秀な折紙づきの富山商業 噛 た。

高校のプラスノくンドが出演。物産や観光も世 l | 日本の祭り 7 月 1 日 ~ 3 日 |
界に紹介。また、 ミス万国博に選ばれたホス 1 

テス 3人も、連日大活躍。

|ナショナルデー6月29日l
ナショナルデ一「日本の日」はム.. [129日、

お祭り広場に、皇太子殿下、美智~ .Ih説打を

お迎えして開かれた。

開会式のあと、日本の代表民謡 5種目が公

1 N7 ~月 1 日から 3 日間、夜 7 時から万国博お
祭り広場で「日本の祭り」が行なわれ、全国

代表民謡種目のうち、本県からは込麦屋節、

(総塾民ふ) むおわら節、 (総勢51人)が相

次いで¥_点。それぞれ三味、鼓弓、太鼓、尺

八にあわせて堂々公開。 2万人の国内外観衆

をぞんぶんにたんのうさせた。

|富山県の日 7月12日~悶 |

7月12日から14日まで3日間、地方自治体

館の i¥，、こいの広場」で、中田知事、広井県

議会議長、朝倉近畿富山県人会副会長、内外

パピリオンなどの招待者多数が出席して、富

山県の日が催され、日本の祭りでも大好評を

得た本県の代表民謡、おわら節、ミ麦屋節、

込せり込み蝶六、 が出演、観衆たちを喜こば

せた。また、本県の物産や観光をも同時に紹

介、来館者には、観光や産業のパンフレット

が手渡され、ひと目で富山県がわかると好評

企 2万人の観衆をたんのうさせたと麦屋節ミ=お祭り広場

コまい 本部から富山県のホス

テス、堀江洋子さん〈富山市〉雪

山まゆみさん(宇奈月町)の 2人

が応援にかけつけ 「県の日」

のお手伝しい・郷土の PRに懸命

(右から堀江さん

雪山さん高松さん〉
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聞
こ
う
知
ろ
う
確
か
め
よ
う

こ
ん
な
場
合
ど
う
し
た
ら
?
こ
れ
は
な
ん
と
か

な
ら
な
い
か
:
:
:
。
こ
の
ベ

l
ジ
は
、
み
な
さ
ん
の

ご
質
問
に
お
答
え
す
る
「
あ
な
た
の
コ
ー
ナ
ー
」
で

す
。
ど
な
た
も
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

あ
て
先
は
富
山
市
新
総
曲
輪
一
番
七
号

富
山
県
庁
相
談
室

iあなたのコーナー あなたのコーナー あなたのコーナ一 一司

• ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を

設
置
し
た
い
が

土
地
改
良
事
業
に
よ

、
用
排
水
路
が
近
く

滋
校
定
で
す
が
、
一
七

一℃
で
す
ソ
リ

γ
ス
タ

ド
を
設
置
し
た
い
。
手

続
関
係
は
ど
う
し
た
ら
よ

し
カ

答

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ソ
ド
を
設

置
す
る
場
合
に
は
、
消
防
署
や

消
防
本
部
の
あ
る
所
で
は
、
市

町
村
長
。
な
い
所
で
は
、
知
事

の
許
可
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
本

県
で
は
、宇
奈
月
町
、
大
門
町
、

砂予- ， 

(5) 町阪商覇m・
• 大

島
町
と
村
部
す
べ
て
が
知
事
の
許

可
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
て
、
許
可
の
基
準
で
す
が
、
ス

タ
ン
ド
の
位
置
や
構
造
、
設
備
に
つ

い
て
い
ろ
い
ろ
法
に
き
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
自
動
車
な
ど

が
出
入
す
る
た
め
の
間
口
一

O
M、

奥
行
六
抗
の
空
地
を
設
け
る
こ
と
と

か
、
も
れ
た
油
な
ど
が
流
れ
な
い
よ

う
に
、
排
水
溝
と
油
分
離
装
置
を
設

け
る
こ
と
。

そ
の
他
取
扱
い
面
で
は
、
危
険
物

取
扱
主
任
者
を
置
い
て
法
令
を
遵
守

す
る
こ
と
な
ど
、
細
か
い
規
定
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
条
件
に
適
合
す

れ
ば
、
許
可
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て

お
り
ま
す
。

し
か
し
、
用
排
水
路
付
近
に
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
設
置
さ
れ
る
場
合

に
は
、
最
近
、
と
く
に
公
害
が
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
管
理

に
十
分
留
意
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま

す。
管
理
を
怠
り
ま
す
と
用
排
水
路
に

流
出
し
た
廃
液
で
、
下
流
の
農
作
物

木

画

木
画
は
、
古
く
天
平
の
世
に
は
じ

ま
り
、
正
倉
院
に
は
御
物
と
し
て
、

い
ま
な
お
千
古
の
文
化
が
香
り
を
放

っ
て
い
る
。

そ
の
古
典
的
木
画
の
味
に
、
近
代

の
新
し
い
感
覚
を
ミ
ッ
ク
ス
、
伝
統

の
井
波
彫
刻
の
技
法
を
と
り
入
れ
、

木
画
づ
く
り
に
一
生
を
か
け
、
四
十

四
年
度
に
国
か
ら
現
代
の
名
工
と
し

て
選
ば
れ
た
渓
久
平
さ
ん
(
七
一
)

を
訪
ね
た
。

…
「川

川

」

グ

鶏
鳴
に
起
き
ざ
れ
ば
夕
べ
に
悔
い
あ
り
d

…

‘

一
Z
小

川

υ
一

日
一
座

右

銘

一
私
は
十
五
才
は
起
き
て
仕
事
に
か
か
っ
た
。
少

…

、

の
と
き
、
小
学
し
で
も
遅
く
起
き
る
と
、
一
日
中

…

…
校
を
卒
業
す
る
と
同
時
に
、
好
き
気
持
ち
が
す
っ
き
り
し
ま
せ
ん
で

…
で
好
き
で
た
ま
ら
な
か
っ
た
こ
の
ネ
。
ま
允
名
案
が
浮
か
ぶ
と
夜
中

、

…
道
に
飛
び
こ
ん
だ
。
家
は
代
々
の
で
も
仕
事
場
に
こ
っ
そ
り
と
出
か

…
宮
大
工
で
あ
っ
た
が
、
ノ
ミ
の
使
け
た
こ
と
も
あ
る
。

‘

…
い
方
が
ち
ょ
っ
と
違
う
彫
刻
を
志
こ
の
気
持
ち
は
、
い
ま
も
、
む

…
し
た
。
親
方
の
家
は
近
所
で
あ

っ

か

し
も
変
わ
り
は
な
い
。

…
た
が
、
精
神
修
業
と
い
う
こ
と
い
こ
ん
ご
も
、
木
画
に
井
波
彫
刻

…
う
こ
と
も
あ

っ
て
住
み
込
ん
だ
。

を
生
か
し
、
現
代
人
に
マ

ッ
チ
す

…

好
き
で
あ
っ
た
せ
い
も
あ
り
、

る
よ
い
作
品
を
作
っ
て
ゆ
き
た
い
o

n

…
毎
朝
一
番
鶏
の
鳴
く
前
の
五
時
に

みんなの県政

に
被
害
を
与
え
、
訴
訟
問
題
に
発
展

す
る
事
例
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
消

防
法
に
定
め
る
基
準
に
従
う
か
、
ぎ

り
、
公
害
の
心
配
は
な
い
は
ず
で

す。
な
お
、
詳
し
く
は
県
庁
消
防
課
、

ま
た
は
所
轄
の
消
防
署
、
消
防
本
部

で
指
導
し
て
お
り
ま
す
か
ら
、
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

点
字
図
書
に
つ
い
て

λ

の
施
設
が
ゆ

答

お
た
ず
ね
の

ωに
つ
き
ま
し
て

は
、
現
在
、
富
山
県
身
体
障
害
者
更

生
指
導
所
(
富
山
市
石
金
二

O
電
話

@
|
6
3
7
4
)
に
点
字
図
書
が
一

三
O
O冊
あ
り
、
貸
し
出
し
て
お
り

ま
す
。ωに

つ
き
ま
し
て
は
、
富
山
市
立

図
書
館
ハ
富
山
市
丸
の
内
一
丁
目
四

ノ
五

O
電
話
@
'
7
2
7
2
)
で
毎
日

(
毎
週
月
曜
日
、
祝
祭
日
を
除
く
)

開
館
し
て
い
ま
す
。
会
話
さ
れ
る
場

宮
大
工
を
父
に

持
っ
た
渓
さ
ん
は

子
供
の
こ
ろ
か
ら

絵
や
彫
り
も
の
が

好
き
で
こ
の
道
に

飛
び
こ
ん
だ
。

十
五
才
の
と
き

か
ら
木
彫
り
を
習

い
、
ラ
ン
マ
、
シ

シ
頭
な
ど
を
彫
り

つ
、
づ
け
て
き
た
が
、

終
戦
後
、
日
本
の

生
活
様
式
や
建
築

規
模
が
大
き
く
変

わ
る
に
つ
れ
、
木

彫
り
も
新
様
式
を

と
り
入
れ
な
く
て

は
と
考
え
、
正
倉

院
な
ど
に
宝
物
に

な
っ
て
い
る
天
平
時
代
の
木
画
を
研

究
。
身
に
つ
け
た
彫
刻
の
技
法
に
古

じ
ん
だ
い

典
的
木
画
を
生
か
し
て
、
神
代
杉
、

L

t
ん

こ

く

た

ん

く

ろ

か

き

紫
檀
、
黒
檀
、
が
や
、
黒
柿
な
ど
を

利
用
し
た
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
の
木
画

に
、
独
得
の
作
風
で
風
景
、
動
物
な

ど
を
彫
り
続
け
て
き
た
。

H
H

木
画
H
H

と
い
う
の
は
渓
さ
ん
の

合
、
集
会
室
を
利
用
し
て
も
ら
い
ま

す
が
、
使
用
中
の
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
電
話
で
利
用
日
時
を

ご
連
絡
下
さ
い
。

ま
た
、
県
立
図
書
館
(
富
山
市
茶

屋
町
電
話
@
|
7
2
6
3
)
で
は
、

市
立
図
書
館
の
よ
う
な
施
設
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
図
書
の
貸
し
出
し
(
一

人
二
冊
ま
で
二
週
間
)
を
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
自
宅
で
は
付
き
添
い
の

方
に
読
ん
で
い
た
だ
く
か
、
テ
ー
プ

に
吹
き
込
ん
で
ご
利
用
下
さ
い
。

な
お
、
県
で
は
今
年
度
か
ら
盲
人

の
方
の
た
め
に
、
富
山
県
盲
人
協
会

へ
盲
人
用
テ
l
プ
コ

l
ダ

l
三
台
を

貸
し
付
け
、
協
会
で
吹
き
込
ん
で
会

員
の
方
々
に
巾
広
く
テ
l
プ
を
貸
し

出
す
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
も

よ
り
の
役
員
の
方
に
申
し
込
ん
で
利

用
さ
れ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

八
月
の
解
説

八
月
の
こ
と
を
陰
暦
で
は
っ

き
と
い
い
ま
す
。
後
撰
和
歌
集

(
約
千
年
前
)
の
中
に
「
は
月

な
か
の
十
日
ば
か
り
に
雨
そ
ぼ

降
り
け
る
」
と
出
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
は
っ
き

と
い
う
こ
と
ば
は
ず
い
ぶ
ん
古

い
時
代
か
ら
あ
っ
た
も
の
で
し

千串

A
1

〆。
こ
の
は
っ
き
の
語
源
は
、
八

月
に
な
る
と
(
陽
暦
で
は
九
月

に
あ
た
る
)
木
の
葉
が
落
ち
る

お
%
は

の
で
、
こ
の
月
の
別
名
を
落
葉

つ
b
e

月
と
呼
ば
れ
た
こ
と
か
ら
、
つ

ま
っ
て
、
は
っ
き
と
な

っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

英
語
で
は
、
〉
己
的

5
門。
ロ
ー

マ
初
代
の
皇
帝

〉ロ
m
g
Z∞

の旬。自門

の
生
ま
れ
月
を
と
っ
た

も
の
と
い
わ
れ
ま
す
。

- 12ー

速

内
風

波

二

大

(

U

最

風

比

の

台

バ

川

内

ル
崎

町

ぺ

圧

比

メ

気
河
川
口

低

ル

速

帯

ト

風

熱

一

大

い

メ

且

取

弱

凶

の

，EE'l
，r
、，
l
l
目、

盟

市

圧

気

熱

低

台風と番号

台風は熱帯低気圧の一種で、域内の風の強さ i 

生数は28倒ですので、ことしはいくつ発生した

木
両
に
井
波
彫
刻
を
生
か
し
現
代
に

マ
ッ
チ
し
た
作
品
を
作
り
続
け
た
い
と

訴
る
渓
さ
ん

新
造
語
。
一
般
の
人
が
い
う

か
木
象

が
ん
d

は
平
面
的
だ
が
、
渓
さ
ん
は

彫
刻
を
生
か
し
、
立
体
感
を
出
し
て

新
風
を
吹
き
込
ん
だ
。

昭
和
三
十
三
年
に
、
は
じ
め
て
東

京
の
あ
る
デ
パ
ー
ト
で
個
展
を
聞
い

て
世
に
出
し
た
と
こ
ろ
、
予
想
外
の

好
評
を
得
た
。
そ
の
う
え
、
苦
心
作 ところで、台風が発生すると.発生した順に

19個しか発生しませんでしたカ九平年の台風発

か、そして、も う何個発生していて平年に比べ

て多いか少ないか、などをみわけるのに非常に

都合がよいわけです。

第 l号、第2号、第3号…というように、台風

に番号をつけてよんでいます。これは年ごとに

番号をあらためることになっています。昨年は

か

が

み

じ

し

の
一
つ
で
あ
る

か
鏡
獅
子
d

が
、
日

本
の
美
術
品
を
ア
メ
リ
カ
に
紹
介
す

る
唯
一
の
雑
誌
、
オ
リ
エ

ン
タ
ル
の

表
紙
に
採
用
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
人

た
ち
に
す
ご
い
人
気
を
博
し
た
。

「
こ
の
時
は
、
日
本
の
ど
ん
な
展
覧

会
に
入
賞
し
た
と
き
よ
り
も
う
れ
し

か
っ
た
」
と
当
時
を
想
い
お
こ
す
。

「
女
房
も
は
じ
め
の
う
ち
は
、

H
H

ラ
ン
マ
を
つ
く
り
な
さ
い
よ
。
と

口
を
す
っ
ば
く
し
て
、
い
つ
も
く
ど

い
て
お
り
ま
し
た
が
、
き
ょ
う
こ
の

ご
ろ
は
か
額
屋
で
よ
か
っ
た
ね
d

と

い
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
永
年

の
苦
労
の
喜
び
を
詰
る
。

最
近
は
、
木
画
の
額
か
ら
木
画
の

ラ
ン
マ
に
も
手
が
け
、
常
に
現
代
人

の
好
み
を
加
味
し
、
グ
伝
統
は
古
く

、
感
覚
は
新
し
く
。
ア
イ
デ
ィ
ア
を

生
み
出
し
て
い
き
た
い
と
語
る
名
工

で
あ
る
。

-13ー

県
政
公
聴
会

み
な
さ
ん
と
県
政
を
結
ぶ
県
政
公
総
会

は
、
次
の
日
程
で
そ
れ
ぞ
れ
一
四
時
か

ら
二
ハ
時
ま
で
開
か
れ
ま
す
。

八
月
四
日
(
火
)
高
岡
市
商
工
会
議
所

八
月
六
日
(
木
〉
氷
見
市
役
所

八
月
一
九
日
(
水
)
立
山
町
役
場

八
月
二

O
日
(
木
〉
富
山
市
岩
瀬
小
学
校

八
月
二
一
日
(
金
)
福
光
町
福
祉
会
館

八
月
二
五
日
〈
火
)
八
尾
町
社
会
体
育
館

八
月
一
一
六
日
ハ
水
)
利
賀
中
学
校
体
育
館

八
月
二
七
日
(
木
)
朝
日
町
泊
高
校
体
育
館
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は
、
工
場
地
帯
と
住
宅
地
帯
と
の
聞
に
、
樹
木

で
結
ぶ
緑
の
市
を
設
け
、
公
害
の
発
生
を
未
然

に
防
ご
う
と
い
う
も
の
で
す
。

緑
の
効
用
は
、
い
ま
さ
ら
巾
し
あ
げ
る
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の

こ
と
ば
の
中
か
ら
は
、
う

る
お
い
、
豊
か
さ
、
安
ら

ぎ
、
健
康
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
味
わ
い
の
あ
る
こ
と

ば
が
連
怨
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
緑
と
人
間

生
活
と
は
、
密
接
な
関
係

が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

ド
イ
ツ
に
は
、
昔
か
ら

「
文
明
は
暗
黒
な
る
森
林

よ
り
生
ま
れ
る
」
と
い
う

こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す

し
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
繁

栄
も
、
欧
米
を
中
心
と
す

る
近
代
国
家
群
の
躍
進
も

、
す
べ
て
緑
な
く
し
て
は

考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
わ
れ
わ
れ

の
周
囲
は
ど
う
で
し
ょ
う

カて
強
い
と
い
わ
れ
る
木
で

も
、
煙
に
侵
さ
れ
る
か
も

わ
か
り
ま
せ
ん
。

街
種
の
配
列
に
つ
い
て

も
、
そ
の
良
し
、
悪
し

は
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
造

成
の
効
果
に
直
接
ふ
れ
る

問
題
で
、
喬
木
と
濯
木
と

の
組
み
合
わ
せ
、
常
緑
樹

と
落
葉
樹
と
の
混
植
な
ど

か
な
り
細
か
く
設
計
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
設
定

の
目
的
を
十
分
果
た
し
、

そ
の
効
果
を
最
大
に
発
揮

し
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
喜

ば
れ
る
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

に
す
る
た
め
に
も
、
川引地

の
適
応
試
験
は
欠
か
す
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

試
験
地
は
、
新
湊
市
堀

岡
地
区
に
約
一

、

0
0
0平
方
財
、
高
島
地
区

に
約
三
五

O
平
方
財
の
二
カ
所
を
設
け
、
六
月

初
旬
一
九
樹
種
、
二
九

O
本
の
樹
木
と
、
三

O

O
平
方
げ
の
芝
を
植
え
付
け
ま
し
た
。

公

害

日
軌
を
守
り
、
緑
を
つ
く
り
、
緑
の
中
の
人
間

生
前
を
め
ざ
し
て
、
い
よ
い
よ
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
造
成
の
た
め
の

、
樹
種
別
現
地
適
応
訓
脊
事

業
が
は
じ
ま
り
ま
し
十
。
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
と

グリーンベルト想像図

適

応

試

験

か

ら

みんなの県政

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
お
お
よ
そ
わ
か
っ
て
い

て
も
、
そ
の
事
実
を
確
認
す
る
た
め
に
は
、
そ

の
土
地
に
実
際
に
植
え
て
み
て
、
そ
の
成
長
経

過
や
抵
抗
性
の
強
弱
を
把
握
す
る
以
外
に
な
い

の
で
す
。

な
ん
ら
か
の
害
で
表
弱
し
て
い
る
と
こ
ろ
へ

次
の
害
が
加
わ
る
と
、
そ
の
害
に
対
し
て
は
ほ

と
ん
ど
無
防
備
に
等
し
い
状
態
に
な
り
ま
す
。

雪
害
で
樹
木
が
表
弱
す
る
と
、
煙
害
に
対
し

植

栽

高
度
経
済
成
長
の
羽
ば

試 験 地 に 植 え ら れ た 19の樹種
の

樹

種

針
葉
樹
と
し
て
は
、
ス
ギ
、
ア
カ
マ
ツ
、
ク

ロ
マ
ツ
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
シ
1
ダ

l
、
カ
イ
ヅ
カ
イ

ブ
キ
。
落
葉
広
葉
樹
と
し
て
は
、
イ
チ
ョ
ウ
、

ニ
セ
ア
カ
シ
ヤ
、
オ
オ
シ
マ
。
サ
ク
ラ
、
ネ
ム
ノ

キ
、
ト
チ
ノ
キ
、
ケ
ヤ
キ
、常
緑
広
葉
樹
と
し
て

た
き
の
中
で
、
工
場
同
地
や
住
宅
白
地
が
矢
つ

ぎ
ば
ゃ
に
山
現
し
つ
つ
あ
る
反
面
、
山
や
野
の

緑
や
そ
れ
に
伴
う
静
か
で
美
し
い
環
境
や
生
態

的
バ
ラ
ン
ス
は
、
い
と
も
簡
単
に
破
壊
さ
れ
、

野
生
鳥
獣
を
は
じ
め
人
間
生
活
に
い
た
る
ま

で
、
そ
の
生
存
権
が
侵
さ
れ
つ
つ
あ
る
現
在
、

県
で
は
真
剣
に
大
規
模
緑
地
帯
の
造
成
を
実
現

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
と
呼
ん
で
い
ま

す。
環

境

と

気

象

条

件

を

考

慮

さ
て
、
そ
の
造
成
に
な
る
と
、
か
な
り
の
問

題
点
が
あ
り
ま
す
。

ω場
所

ω規
模

ω気
象
条
件
判
土
質

ω排
水
例
煙
害
、
制
害
、
塩
害
な
ど
。

的
植
付
け
後
の
管
理

ω樹
種
、
品
種
の
選
定

な
ど
で
す
が
、
本
県
の
場
合
は
と
く
に
雪
に
対

し
て
抵
抗
性
が
あ
る
こ
と
、
を
つ
け
加
え
て
考

慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
の
う
ち
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

に
適
す
る
樹
種
、
品
種
の
選
定
を
ど
う
す
る
か

に
つ
い
て
、
こ
の
ほ
ど
現
地
に
試
験
地
を
設
定

し
、
調
査
に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
樹
木
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
、
そ
の

性
質
、
抵
抗
性
を
適
確
に
見
定
め
る
こ
と
は
、

か
な
り
む
づ
か
し
い
問
題
と
い
え
ま
す
。

た
と
え
ば
、
県
の
木
「
タ
テ
ヤ
マ
ス
ギ
」
は

成
長
も
お
う
盛
で
雪
な
ど
の
害
に
も
強
い
の
で

す
が
、
煙
害
に
は
あ
ま
り
強
く
な
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
し
、
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
は
成
長
も
よ

く
、
煙
害
に
は
非
常
に
強
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
雪
に
対
す
る
抵
抗
力
は
未
知
数
で
す
。

、h
』ノ

/
¥
 

〉

は
シ
ラ
カ
シ
、
ア
オ
キ
、
キ
ョ
ウ
チ
ク
ト
ウ
、

ヒ
イ
ラ
ギ
、
マ
サ
キ
、
サ
ザ
ン
カ
、
サ
ン
ゴ
ジ

ュ
、
モ
ッ
コ
ク
で
す
が
、
煙
害
や
雪
害
に
あ
ま

り
強
く
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
も
加
え
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
前
一
記
の
と
お
り
、
本
県
の
し

か
も
新
湊
市
を
中
心
と
し
た
現
地
で
、
適
確
な

デ
ー
タ
ー
を
把
握
し
た
い
か
ら
に
ほ
か
あ
り
ま

せ
ん
。こ

ん
ご
、
こ
の
調
布
地
で
は
、

上

長

成

長

量
、
肥
大
成
長
量
、
恨
系
の
拡
散
、
校
張
り
状

況
、
葉
量
変
化
、
葉
明
変
化
な
ど
の
調
宵
を
で

き
る
だ
け
詳
細
に
行
な
い
、
近
い
将
来
本
栴
的

に
造
成
さ
れ
る
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
に
、
ど
ん
な

木
が
よ
い
か
を
決
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

緑
多
い
県
土
を
守
り
、
新
し
い
緑
を
つ
く
る

た
め
に
は
県
、
市
町
村
、
住
民
の
た
ゆ
ま
ね
監

視
と
協
力
が
必
要
で
す
が
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

の
造
成
に
よ
っ
て
、
他
康
的
な
生
活
を
守
り
、

環
境
を
美
化
し
、
山
一
見
か
な
県
民
性
を
創
造
す
る

舵
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

(
林
政
課
〉

試験地位泣凶

川

富

山
県
の
中
小
工
業
は
、
事
業
所
数
で
総

州
数
の
九
八
、
五
軒
と
圧
倒
的
に
多
く
、
そ
の

州
生
産
性
は
全
国
に
比
べ
て
、
出
荷
額
、
付
加

川

価
値
額
と
も
著
し
く
低
位
に
あ
り
ま
す
。

川

ま

た

、
商
業
に
つ
い
て
も
商
庖
数
が
比
較

川

的
に
多
く
、

一
庖
あ
た
り
の
販
売
額
は
、
全

川
国
平
均
を
大
山
に
下
回
っ
て
お
り
、
総
体
的

川
に
商
業
規
模
が
は
な
は
だ
零
細
で
あ
り
ま
す
。

川

こ
の
よ
う
な
も
ろ
い
性
質
を
も
っ
富
山
県
巾

削

小

企
業
を
、
よ
り
高
度
な
構
造
に
改
善
し
、

介

生
産
、
販
売
を
通
じ
て
、
付
加
価
値
や
所
得

紹

を
い
っ
そ
う
高
め
る
た
め
、
経
営

・
妓
術
の

構

指
導
や
、
企
業
の
組
織
化

・
金
融
と
施
設
の

機

改
善
促
進
な
ど
の
施
策
を
担
当
し
て
い
る
の

の

が
、
中
小
企
業
課
で
す
。

:

具
体
的
に
は
、
中
小
企
業
者
が
事
業
を
実

f
施
す
る
た
め
に
必
要
た
資
金
の
融
資
、
高
度

県

化
す
る
技
術
革
新
と
労
働
力
不
足
に
対
す
る

川
た
め
の
新
鋭
設
備
、
省
力
機
械
の
導
入
の
た

川
め
の
中
小
企
業
設
備
近
代
化
資
金
制
度
、
小

川

小
企
業
設
備
貸
与
制
度
、
業
積
ぐ
る
み
の
構

川
造
改
善
事
業
な
ど
の
推
進
、
こ
れ
ら
の
施
策

川
と
の
関
連
に
お
い
て
企
業
の
協
莱
化
、
共
同

州

化、

さ
ら
に
は
企
業
合
同
の
推
進
な
ど
の
仕

川

事
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
富
山
県
両

川
業
の
持
つ
零
細
性
を
改
善
す
る
た
め
、
商
出

酬
の
チ
ェ
ー
ン
化
、
共
同
施
設
化
、
専
門
自
の

川

育

成、

卸
商
業
団
地
の
造
成
な
ど
の
商
業
対

川
策
も
進
め
て
い
ま
す
。

商
工
労
働
部
中
小
企
業
課
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酬

富
山
市
か
ら
南
西
へ
約
八
J
、
神
通
川
を

酬

隔
て
て
遁
か
に
立
山
連
峰
を
望
み
、
緑
の
木

川

々
に
固
ま
れ
た
と
こ
ろ
、
結
核
療
養
所
で
知

州

ら
れ
る
国
立
療
養
所
富
山
病
院
が
あ
る
。
空

酬

気
が
澄
み
、
小
鳥
が
う
た
い
、
付
近
に
は
ゴ

州

ル
フ
場
、
保
養
セ
ン
タ
ー
、
史
跡
な
ど
が
あ

州

っ
て
、
散
歩
が
手
軽
に
で
き
、
療
養
地
と
し

酬

て
は
最
適
の
地
で
あ
る
。

酬

か
つ
て
は
、
国
民
病
と
ま
で
い
わ
れ
、
恐

介

れ
ら
れ
た
結
核
も
、
生
活
水
準
の
向
上
、
集

紹

団
検
診
、
B
C
G
の
普
及
、
医
学
の
進
歩
に

j
よ
っ
て
減
少
の
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
に
か
わ

ー

っ
て
脳
卒
中
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
成
人
病
の
増

機

加
が
目
立
っ
て
い
る
の
で
、
昨
年
か
ら
病
院

先

名
を
古
里
保
養
園
か
ら
富
山
病
院
に
変
更
。

出

結
核
患
者
は
も
と
よ
り
、
脳
卒
中
患
者
や
重

の

症
心
身
障
害
児
の
収
容
に
努
め
て
い
る
。

ー

病
床
数
は
、
結
核
二
二

O
床
、

一
般
八

O

寸

床
、
重
症
心
身
障
害
児
八
O
床
あ
り
、

一一一一

川

四
名
の
職
員
が
、
患
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス

酬

を
第
一
と
し
て
頑
張
っ
て
い
る
。

酬

病
院
内
に
療
養
を
要
す
る
学
童
た
ち
を
収

川

容
し
て
、
正
規
の
教
育
を
す
る
養
護
学
級
を

酬

併
設
。

酬

ま
た
、
看
護
婦
さ
ん
の
養
成
施
設
と
し
て
、

川

准
看
護
婦
養
成
所
を
設
置
し
て
い
て
、
現
在

酬

四

二
名
が
在
学
中
で
、
県
立
雄
峰
高
校
通
信

州

制

学
級
も
設
置
し
て
、
全
員
が
入
学
し
て
い

刷

る
。
婦
負
郡
婦
中
町
新
町
に
あ
る
。

国
立
療
養
所
富
山
病
院
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と
る
漁
業
か
ら
育
て
る
漁
業
へ

富
山
県
水
産
試
験
場

(
滑

川

市

高

月

)

漁
民
や
漁
業
団
体
に
発
表
し
て
い
ま
す
。

沿
岸
の
定
置
網
の
張
り
立
て
状
況
や
浅
海

海
藻
類
の
成
育
の
良
否
な
ど
は
、
富
丸
を
走

ら
せ
、
時
に
は
水
中
テ
レ
ビ
を
使
っ
て
調
査

し
、
指
導
も
し
て
い
ま
す
。
先
般
の
赤
潮
発

生
に
は
、
急
ぎ
ょ
富
丸
が
そ
の
範
囲
を
調
べ

た
り
、
海
水
を
採
水
し
て
水
質
検
査
を
す
る

な
ど
、
原
因
の
究
明
に
あ
た
り
ま
し
た
。

ハ
と
る
漁
業
か
ら
育
て
る
漁
業

V
へ
と
移

り
変
わ
る
昨
今
、
こ
の
試
験
場
の
増
養
殖
部

門
が
重
大
な
使
命
を
お
び
て
き
ま
し
た
。
ク

ル
マ
エ
ビ
、
カ
ニ

、
ア
ワ
ビ
な
ど
の
卵
を
と

り
、
そ
だ
て
て
、
そ
の
稚
魚
を
放
流
す
る
研

究
で
す
。

将
来
は
ハ
マ
チ
、

マ
ダ
イ
な
ど
の
増
殖
も

行
な
う
計
画
で
す
。

一
方
、
ワ
カ
メ
な
ど
の
海
藻
類
の
種
付
け
、

ホ
タ
ル
イ
カ
そ
の
他
の
加
工
方
法
、
あ
ゆ
、

鯉
、
ど
じ
ょ
う
な
ど
淡
水
魚
の
養
魚
指
導
も

あ
り
ま
す
。
こ
ん
ご
は
魚
病
の
研
究
指
導
も

行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
の
公
害
問
題
に
対
し
て
も
、
海
面
や

河
川
の
汚
濁
水
を
採
取
し
、
検
査
し
、
富
丸

に
汚
濁
水
連
続
記
録
装
置
を
つ
け
る
な
ど
し

水
産
業
の
振
興
発
展
の
た
め
の
試
験
研
究
を

行
な
っ
て
い
る
水
産
試
験
場
。
富
山
湾
お
よ
び

近
海
を
試
験
調
査
船
立
山
丸
で
観
測
し
、
ま
た

日
本
海
沿
岸
の
各
水
産
試
験
場
と
情
報
を
交
換

し
て
、
毎
週
は
じ
め
に
漁
況
や
海
況
の
予
報
を

A積分球式濁度計……河川や海水の濁りの度合を調査いま公害問題となっている汚水

も持ち込まれ調査されている

‘赤潮のプランクトンの種類を調べるため検鏡

観察を行なっている

z 司，-
〆

事閉開 明朝里民噂繍 岨圃圃圃圃圃圃・

...種苗実験室では クルマエピ ガザミ(カニ〉のふ化直

後に与える植物性プラクトンの餌料の培養にけんめい

V立山丸では遠くソ連沿岸30マイルにまで出かけ

て 海況や漁況を調査している

相当老朽化している この

豊富で良質な海水のある滑

...大正15年に建設された本館は

ほど増養殖の必要性もあって

川漁港近くに移転がきまった

て
、
そ
の
一
役
を
担
っ
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
氷
見
魚
市
場
の
二
階
に
氷
見
駐
在
所

を
設
け
、
県
下
で
最
も
沿
岸
魚
族
の
水
揚
げ
の

多
い
水
見
海
域
の
訓
弁
を
し
、
漁
業
者
の
相
談

役
と
も
な

っ
て
い
ま
す
。

企コイやアユなどの養魚指導のため 指導員が福岡町養鯉セ

ンターに出向いて指導にあたっている
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た

も

の

ら

し

い

。

川

⑨
職
業
集
団
を
示
す
地
名
は
、
城
川

下
町
で
な
く
て
も
存
在
す
る
。
金
屋
川

と
か
鋳
物
師
と
か
は
鉄
器

・
銅
器
の
川

製
造
を
し
た
あ
と
で
あ
る
。
金
屋
は
川

富
山
市
、
高
岡
市
の
ほ
か
に
、
黒
部
州

市
の
荻
生
、
前
沢
、
魚
津
市
の
加
積
川

に
あ
り
、
富
山
市
の
御
服
、
婦
中
町
川

の
富
崎
に
あ
り
、
砺
波
で
は
金
屋
本
川

郷
、
西
部
金
屋
、
山
見
、
高
宮
に
あ
川

り
、
新
湊
市
の
放
生
津
に
も
あ
っ
川

た
。
小
字
名
の
金
屋
を
さ
が
せ
ば
県
川

下
に
何
百
カ
所
も
あ
る
の
で
あ
ろ
川

う
。
立
山
町
釜
ガ
測
の
鋳
物
師
沢
も

川

同
類
で
あ
ろ
う
。
立
山
町
の
瀬
戸
村
川

と
か
末
(
陶
)
村
と
か
は
陶
磁
器
製
川

造

の

名

ご

り

で

あ

ろ

う

。

川

⑮
地
名
の
文
字
に
は
ア
テ
字
が
多
川

い
の
で
、
漢
字
を
い
く
ら
考
え
て
も
川

わ
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
。
漢
字
に
と

ら
わ
れ
ず
、
発
音
に
も
と

c
す
い
て
考
川

え
ね
ば
な
ら
ぬ
。
田
地
は
舘
が
正
し
川

と

令

で

ん

"

い
。
戸
出
は
燈
油
田
で
あ
ろ
う
。
六
川

ろ

く

ろ

し

川

郎
谷
は
碗
櫨
師
(
木
地
屋
)
の
住
ん
川

だ
谷
で
あ
る
。
赤
羽
毛
は
赤
禿
で
地
川

す
べ
り
地
帯
を
示
す
。

川

(
結
語
)
こ
の
ご
ろ
地
区
改
正
で
、
幸

川

町
と
か
栄
町
と
か
個
性
の
な
い
佳
名
川

が
多
く
な
っ
た
。

地
名
に
は
長
年
の
，

歴
史
が
し
み
こ
ん
で
い
る
。
五
反
田
川

と
か
高
田
馬
場
と
か
代
々
木
と
か
新
川

宿
と
か
目
白
と
か
目
黒
と
か
、
鴬
谷
川

と
か
お
茶
の
水
と
か
、
昔
な
が
ら
の
川

地
名
に
は
奥
ゆ
か
し
い
も
の
が
あ
る
川

=====一一-『=====-

一越
申
史

'
2
0段
目

α
，k
d
L
e明

県

史

編

さ

ん

室

橋

本

芳

雄

一

地

名

と

歴

史

ω

④
新
川
地
方
に
は
、
石
田
新
、
正
)
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ

光
寺
新
、
天
神
新
、
国
家
新
、
堀
切
れ
は
富
山
市
堀
川
、
太
田
、
寒
江
、

川

新
、窪
田
新
、
あ
る
い
は
布
施
山
開
、

魚
津
市
下
野
方
、
山
加
積
、
福
野
町

川
松
本
開
、
砂
林
開
、
大
久
保
開
、
大

野

尻

、
新
湊
市
な
ど
に
見
ら
れ
る
。

た

ち

た

ち

ヒ

ち

沢
野
開
な
ど
が
あ
る
が
、
こ

れ

ら

は

⑤

多

地

、
団
地
、
舘
と
い
う
地
名

い
わ
ず
と
知
れ
た
近
世
の
新
田
村
は
、
中
世
豪
族
の
居
舘
の
あ
っ
た
所

(
新
開
村
)
で
あ
る
。
口
口
新
と
い

で

あ

る

。
福
光
町
広
瀬
舘
、
上
市
町

川
う
村
名
は
県
内
各
都
市
い
た
る
所
に
弓
庄
舘
、
八
尾
町
舘
本
郷
と
い
う
地

川

あ

る

。

名

も

同

様

で

あ

る

。
堀
ノ
内
と
い
う

川
開
発
(
か
い
ほ
つ
)
と
い
う
村
名
地
名
も
各
地
に
あ
る
が
、
こ
れ
は
堀

は
こ
れ
に
く
ら
べ
る
と
も
っ
と
歴
史
に
か
こ
ま
れ
た
豪
族
屋
敷
の
あ
と
を

川
が
古
く
、
平
安
、
鎌
倉
、
室

町

時

代

示

す

。

太
郎
丸
、

次
郎
丸
、

三

郎

川
の
新
開
村
(
新
田
村
)
で
あ
ろ
う
。

丸
、
五
郎
丸
、
六
郎
丸
、
石
王
丸
な

川
開
発
村
は
、
大
島
町
、
富
山
市

三

郷

ど

も

、
や
は
り
太
郎
や
三
郎
や
五
郎

地
区
、
富
山
市
池
多
地
区
、
高
岡
市
な
ど
の
舘
(
た
ち
、
や
か
た
)
の
あ

立
野
地
区
、
福
野
町
、
福
光
町
広
瀬
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
丸
は
、

地
区
、
上
市
町
南
加
積
地
区
、
相
ノ
城
の
本
丸
、

二
ノ
丸
、
三
ノ
丸
、
西

川
木
地
区
、
な

ど

に

あ

る

。

ノ

丸

な

ど

と

い

う

よ

う

に

、
も
と
は

新
田
村
、
開
発
村
に
対
し
て
、
本
土
塁
や
石
垣
や
堀
に
か
こ
ま
れ
た
区

郷
(
本
江
)
は
親
村
(
本
村
、
元
村
画
を
さ
す
も
の
で
あ
っ
た
。

みんなの県政

⑤
寺
院
名
、
神
社
名
を
つ
け
た
村

名
が
非
常
に
多
い
。
こ
れ
は
も
と
そ

こ
に
寺
院
、
神
社
が
存
在
し
て
い
た

こ
と
を
示
す
。
こ
れ
は
あ
ま
り
に
多

く
て
一
々
あ
げ
き
れ
な
い
が
、
南
砺

に
例
を
と
れ
ば
、
東
城
寺
、
清
玄
寺

連
代
寺
、
士
山
観
寺
、
専
勝
寺
、
長
源

寺
、
法
林
寺
、
定
竜
寺
、
西
勝
寺
、

興
法
寺
、
香
城
寺
、
神
宮
寺
、
仏
道

寺
、
庄
金
剛
寺
、
正
権
寺
、
権
正
寺

な
ど
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
神

社
名
で
は
住
吉
、
山
王
、
熊
野
、
加

茂
、
北
野
、
天
神
、
諏
訪
川
原
、
木

舟
、
愛
宕
、
稲
荷
、
伊
勢
領
、
伊
勢

町
な
ど
と
い
う
の
が
各
地
に
あ
る
。

⑦
市
場
を
あ
ら
わ
す
町
村
名
が
あ

る
。
黒
部
市
の
中
心
地
を
三
日
市
と

い
う
。
こ
れ
は
三
日
、
十
三
日
、
二

十
三
日
ご
と
に
い
巾
が
た
つ
た
か
ら
で

あ
る
。
小
矢
部
川
沿
岸
の
高
岡
市
守

山
か
ら
福
岡
町
に
か
け
て
、

四
日

市
、十
日
市
、
六
日
市
、三
日
市
と
い

う
村
が
並
ん
で
い
る
。
三
日
市
は
上

市
町
の
音
杉
に
も
宮
川
に
も
あ
る
。

福
光
に
は
一
日
市
が
あ
り
、
井
波
に

は
北
市
が
あ
り
、
富
山
市
八
幡
お
よ

び
高
岡
小
勢
に
は
今
市
が
あ
る
。

③
城
下
町
に
は
城
下
町
特
有
の
町

名
が
あ
る
。
富
山
市
で
い
え
ば
、
総

曲
輪
、
旅
篭
町
、
鉄
砲
町
、
大
工
町

古
鍛
治
町
、
金
屋
町
、
鍛
治
町
、
四

十
物
町
、
餌
指
町
、
寺
町
な
ど
で
あ

る
。
高
岡
市
で
い
え
ば
、
木
町
、
母

衣
町
、
油
町
、土
器
町
、
御
馬
出
町
、

神
主
町
、
大

工
町
、
博
労

町
、
旅
篭
町

風
呂
屋
町
、

檎
物
屋
町
、

利
屋
町
、
百

姓
町
、
桶
屋

町
な
ど
で
あ

る
。
城
下
町

で
は
、
同
一

職
業
集
団
は

同
一
地
区
に

か
た
め
て
居

住
さ
せ
ら
れ

市場のあった町には市仮がまつられている(上市町市航神社〉

宮
島
峡
は
、
小
矢
部
市
を
流
れ
る
子

撫
川
に
あ
り
、
そ
の
景
観
の
一
つ
に

こ
の
滝
H

が
あ
る
。
い
ま
は
渇
水
期

で
水
量
は
少
な
い
が
、
水
量
の
豊
富
な

と
き
の
渓
流
一
面
の
曝
布
は
、
あ
た
か

も
「
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
の
滝
」
を
ほ
う
ふ
つ

と
さ
せ
る
壮
観
さ
が
あ
る
。

滝
を
形
成
す
る
原
因
は
い
ろ
い
ろ
あ

る
が
、
こ
こ
は
、
宮
島
凝
灰
岩
と
い
わ

れ
る
硬
層
と
軟
層
が
相
互
に
重
な
り
、

川
の
流
路
に
対
し
て
上
流
方
向
に
傾
い

て
、
そ
の
中
の
堅
い
凝
灰
岩
層
が
造
爆

層
と
な
っ
て
い
る
ロ

滝
下
に
は
、
流
下
す
る
石
の
浸
蝕
作

金

円

い

用
で
で
き
た
俗
に
い
う
H

藍
が
め
H

お
う
け
っ

と
称
す
る
水
の
よ
ど
ん
だ
H

甑
穴
群
H

(
県
指
定
天
然
記
念
物
〉
が
あ
り
、
大
変

め
ず
ら
し
く
、
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

そ
の
む
か
し
、
越
中
の
国
守
で
あ
っ

た
大
伴
家
持
が
在
任
中
、
鵜
飼
を
楽
し

ん
だ
と
伝
え
ら
れ
る
ゆ
か
り
の
地
で
も

あ
る
。比

較
的
小
さ
な
川
で
あ
る
が
、
し
ば

し
ば
大
災
害
を
蒙
っ
て
き
た
。
県
で
は

洪
水
調
節
と
災
害
防
止
、
か
ん
が
い
用

水
確
保
の
た
め
、
森
屋
地
内
に
多
目
的

ダ
ム
を
建
設
し
よ
う
と
調
査
中
で
あ
り

昭
和
五
十
年
に
は
完
成
の
予
定
。

上
流
に
は
、
二
の
滝
、
下
流
に
観
音

滝
、
鼓
ケ
滝
、
こ
う
も
り
洞
窟
、
県
西

部
最
大
の
稲
葉
山
放
牧
場
が
あ
り
、

イ
キ

γ
グ
コ

l
ス
と
し
て
は
最
適
と
い

え
よ
う
。

あ
Li---
宮
島
峡
へ
は
国
鉄
石
動
駅

か
ら
八
キ
ロ
。
パ
ス
で
約
二

O
分
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み

ん

な

の

県

政

昭
和
四
十
五
年
八
月
一

婦
一
時
富
山
県
総
務
課

富

山

市

新

総

電

話

富

山

@

四

一

8
月

号

正しく横断

8月1日--8月31日

県政の広報事項を，フィルム構成および対談で放送

します。

'‘ 

'‘ . 
富山テレビ (7:30--7:45) 

8月30日

(毎週日曜日)

北日本放送 (7:35--7:50) 
8月2日 9日 16日 23日

J
F持
h
一一併

《
価
四
十
五
円
印
刷
中
越
印
刷
製
紙
株
式
会
社

正しく歩いて

夏の交通事故防止県民運動

いつものなれた通りでも

/ 

日曜日の朝はテレビで県政を

匝柵原聖開


